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らとらえ，かつ何を評価しようとするのかとい
うことに関して２つに大別できる。
第一はゲーム構成要素の出現頻数と，それか
らの成功一失敗頻数の高さを問題にしてゲーム
内容を把握しようとしている20)。
第二はチームの強弱に関与する諸要因を交互
作用の結果として考え，多次元的にとらえよう
とするものである2)4)9)13)。そのうち注目されて
きたのは第二の方法である。しかしながら，ゲ
ームそのものをシステムとしてとらえ，ゲーム
を構成している要素の相互関連の中にゲーム事
態は成立しているという認識に基づいたゲーム
分析はなされていない3)5)'5)。すなわち，ゲーム
分析において，このシステム化という概念にあ
まり関心がはらわれていないということであ
る。
本研究では動作・時間研究法を用いて，ミニ
バスケットポーのゲーム事態を観察した。小学
生にバスケットボールを教材としてあつかうと
きに，正課授業とミニ・バスケットボール教室
のゲームにおいて，技術要因の出現形態の差は
いかなるものかを比較し，教授目標への到達水
準を明らかにしようと試ふた。
筆者は先に小学校第５学年の正課授業におい
てバスケットボールのゲーム分析した結果か
ら，攻撃がショットまで結合されず，リバゥン
ド・プレイにおけるディフェンシブ・リバゥン
ド，オフェンシブ・リバゥンドのせり合い場面
が出現していない。ミスプレィが攻撃終了原因
の55％を占めていることを報告した。
本研究では試合の勝敗を左右する要因は，オ
フェンシブ・リバゥンドからのショットを含め
ショット試投数を増加させ，ディフェンシブ・
リバゥンドを獲得して，ミス・プレイ数の減少
を示した。せり合いの状態から対応の関係につ
いてふると，せり合い負けているときはミス・
プレイ数の増加が，せり合いに勝っている場
合，相手のショット・ミスのリバゥンド，すな
わち，ディフェンシブ・リバゥンドを獲得しシ
ョット試投数を多くしている。
次に表２と図２に示すように，成員のパス過
図３は全国大会，男子，須賀川：兵庫西のゲ
ームで，時間経過と得点の回帰直線と各技術要
因の出現頻数から作成したＸ管理図である8)'6)。
基本攻撃回数は両チーム45回であった。スピー
ドのあるゲーム展開とはいえないことを示して
いる。両チームの回帰直線は，勝チームでは
／、／、
Ｙ＝1.3Ｘ＋1.1,負チームではＹ＝０．７×－０．９
で，勝チームが傾ぎ，切片とも高い値いを示し
た。
次に，勝チームを中心にせり合いをもとにし
て，得点経過をみると，得点差の状況が明らか
になる。すなわち，０の基線に接近して得点差
がプロットされている場合は，両チーム対等に
せり合っている状態である。しかし，上方管理
限界（ＵＣＬ）外であれば勝チーＭ：勝ってお
り，下方管理限界（ＬＣＬ）外であれば負けて
いることがわかる。負チームについてはこの逆
である。第１クォーターは６分から，第２クォ
ター11分まで６点の上り連が続いている。６分
と11分には勝チームがＵＣＬ外にあり有利に
戦っていることが認められる。また，各技術要
因がゲームに，どのような影響をおよぼしてい
るかについて，ショット試投数とフリー・スロ
ー試投数，０．Ｒ獲得数，，．Ｒ獲得数，Ｍ．Ｐ
数，Ｆｏｕｌ数の６つの要因から承ると,勝チーム
は６分にショット試投数，ＯｏＲ獲得数の増加
から総攻撃回数が多くなっている。逆に負チー
ムは，Ｍ．Ｐ数がＵＣＬ外にあることから負
チームの危険状態を示している。１３分から14分
の時間帯は負チームの得点増加については，勝
チームのＭ．Ｐ数がＵＣＬ外にある。両チー
ムともせり合いに負けている時はＭ．Ｐ数が増
えており，勝っているときは，０．Ｒ，，．Ｒを
獲得している。
論議
ゲーム自体は教授一学習過程において，学習
するに価値のある重要な要素である。
バスケヅトポールのゲーム分析に関しては多
くの研究者によって考察されたが，現在ゲーム
事態の観察のうち，ゲームをどのような視点か
バスケットボールの基礎技術の構造化 8９
程を中心にして成員のチームに対する関係や地
位，チーム自体の構造をソシオメトリーの手法
を用いて把握した。中心的プレイヤーはチーム
内において最も多くポールを保持した頻度が高
く，孤立的プレイヤーは極端にポール保持頻度
が低くなる。吉井21)も述べているように，初
心者の技術の優劣はほとんどポールを持った頻
度の高い順であると考えられる。以上の結果か
ら，正課授業とミニ・バスケットボールのゲー
ムを比較して承ると，ミニ・バスケットボール
は正課授業に比べ，ショット試投数が増加し
て，リバウンドのせり合い場面が出現してき
た。しかし，ミス・プレイ数の出現はルール上の
違反ではなく技術上の未熟さからである。これ
は正課授業におけるミス・プレイの出現様式と
よく似ている。このゲームの様相の差のあるこ
とについては,種々の原因があると思われるが，
一つにはポール。ハンドリングとポールのキー
プカとは密接な関係があると考えられる。ポー
ル･ハンドリングはポールをそれ自体の操作,動
かし方であり，ポールの初歩的キープカはショ
ットを除く攻撃の基礎技術である。ポートポー
ルとバスケットボールのポール・ハンドリング
ポールキープカは基礎技術として関連はあるし
発展させていくことはできると考えられる。し
かしながら，ポートポールとバスケットボール
の相違はショットするゴールにある。前者は台
上に立つゴールマンであり，ショットに対して
ゴールマンは対応することができる。後者は成
員のショットに対応しない空中にある水平なリ
ングがゴールである。成員の調整の承でショッ
トを試投しなければならない。この両者の違い
はショット技術にあると思われる。したがって，
調整力を養うためにもバスケットボールの指導
ではショット技術が第一にならなければならな
いと考えられる6)。Singerl8)も報告しているよ
うに，最終的なゲームの形へ最も能率的に推進
していくためにも教材配列の順序に関して，と
りわけ学習の系列的な順序が具体的にかつ明確
にされなければならない。つまり，ポールを保
持すればショット，あるいはドリブルでついて
ショットと成員自身が直接攻撃を行ない，次
に間接攻撃であるパスを試承るという順序であ
る。教師のポートポールからバスケットボール
教材への変換は教授目標が明確でなければなら
ない｡教授目標を明確にしておかなければ,教材
内容の構造化もできないし，指導のねらいも不
明確になり評価も教授目標に即応したものには
ならない。教授目標の明確化，システム化をは
かるためにも，Ｂｌｏｏｍｌ）などによってなされた
認知領域（Cognitivedomain）情意領域（affe‐
ctivedomain）精神一運動領域（Psycho-Motor
Domain）での系統的な分類についてさらに検
討しなければならないだろう。
要約
小学生が行なっているミニ・バスケットボー
ルのゲーム，２４ゲームを対象とし，そのゲーム
事態の運動要素の発現様式を動作．時間研究法
を用いて観察した。さらに，小学校でバスケッ
トボールの授業として成立するための教授目標
一下位目標行動の設定について検討した。
結果を要約すると以下のとおりである。
’）ゲームの全体的様相は技術の発達段階から
すれば，攻防分化の萠芽の段階である。
２）攻撃の終了がショットで終わるようになっ
た。したがって，リバゥンド・プレイのせり
合い場面が認められた。
３）攻撃終了の他の要因はミス・プレイの出現
であり，ルール上のミスというより技術の未
熟さによるものである。
４）バスケットボール教材を設定した場合，ポ
ール・ハンドリングの養成から，直接攻撃に
よるドリブルーショットの基礎技術を中心概
念としてとらえ教授目標一下位目標行動を設
定する必要がある。
最後に，研究を進めるにあたって資料の集計
整理は，星陵高等学校久田由紀江教諭の協力
を得たことを付記する。
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